
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

し
か
も
中
野
百
次
氏
の
履
歴
の
中
に
、

「先
代
五
平
の
跡
を
つ
い
で
凡
五
十
年
前
、
木
材

販
売
業
開
始
、
明
治
二
十
七
年
よ
り
二
十
九
年
迄

大
川
町
、
若
津
港
日
田
木
材
商
組
合

（共
算
組
合

と
思
わ
れ
る
）
販
売
所
支
配
人
」

と
あ
る
の
で
、
明
治
二
十
七
年
当
時
す
で
に
共

算
組
合
が
設
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。

組
合
規
約
と
し
て
は
明
治
二
十
九
年
五
月
二
十

五
日
に
調
印
さ
れ
た

「日
田
郡
木
竹
商
共
算
組
合

規
約
」
が
残

っ
て
い
る
。
組
合
の
目
的
は
も
ち
ろ

ん
、
日
田
か
ら
輸
送
す
る
木
材
や
竹
の
受
引
き
と

委
託
販
売
を
引
き
受
け
る
も
の
で
、
三
潴
郡
青
木

村
に
営
業
所
、
大
川
町
に
出
張
所
を
置
い
て
第

一

線
の
営
業
を
担
当
し
た
。

営
業
資
本
金

一
〇
〇
円
で
、
商
業
税
納
税
者
を

組
合
員
と
し
て
、
三
潴
郡
青
木
村
、
三
又
村
及
び

大
川
町
を
地
区
と
す
る
特
異
な
組
合
で
あ
っ
た
。

当
時
の
組
合
員
は
七
〇
名
で
、
日
田
郡
木
竹
商

組
合
よ
り
も

一
一
名
少
な
か
っ
た
が
、
両
組
合
と

も
構
成
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り

（明

治
三
十
年
日
田
郡
木
竹
商
組
合
名
簿
は
後
に
記
す
）
、

ま
た
組
合
会
議
所
と
と
も
に
隈
町
横
江
館
に
置
か

れ
て
い
た
の
で
、
両
組
合
が
共
に
関
係
に
あ

っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〈次
号

へ
続
く
〉

☆
大
分
県
西
部
地
域
林
材
業
労
働
安
全

対
策
連
絡
協
議
会
の
発
足

現
在
、
林
業

・
木
材
製
造
業
に
お
け
る
労
働
災

害

（休
業
4
日
以
上
の
死
傷
災
害
）
は
、
他
の
業

種
に
比
べ
て
極
め
て
高
い
割
合
で
発
生
し
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
中
、
日
田
労
働
基
準
監
督
署
と
大
分

県
西
部
振
興
局
は
、
林
業

・
木
材
製
造
業
の
労
働

災
害
の
防
止
を
目
的
に
、
昨
年
の
12
月
26
日

「林

材
業
労
働
災
害
防
止
対
策
の
共
同
活
動
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
議
会
は
こ
れ
を
受
け
て
、
県
が
持

つ
林
材
業

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
労
働
基
準
監
督
署
の
労
災

対
策
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
、
仕
事
の
発

注
者
や
受
注
者
と
も

一
体
で
労
働
環
境
の
改
善
を

図
り
ま
す
。

今
後
5
月
、
10
月
の
年
２
回
を
定
例
会
と
し
、

発
生
し
た
労
災
の
報
告
な
ど
を
行
い
情
報
を
共
有

し
ま
す
。
安
全
意
識
向
上
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や

被
災
者
の
割
合
が
高
い
若
年
労
働
者
に
指
導
す
る

講
習
会
も
年
数
回
開
い
て
い
き
ま
す
。

発
足
に
伴
い

「労
働
安
全
な
く
し
て
林
材
業
の

発
展
な
し
」

「無
事
故
で
叶
え
る
西
部
地
域
の
林

材
業
ブ
ラ
ン
ド
」
の
二
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
採
択

し
ま
し
た
。

各
事
業
所
に
お
い

て
も
災
害
防
止
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

〇
協
議
会
構
成
員

日
田
労
働
基
準
監

督
署
、
大
分
西
部
森
林
管
理
署
、
大
分
県

西
部
振
興
局
、
日
田
市
、
九
重
町
、
玖
珠
町
、
日

田
木
材
協
同
組
合
、
玖
珠
木
材
協
同
組
合
、
日
田

地
区
原
木
市
場
協
同
組
合
、
日
田
市
森
林
組
合
、

日
田
郡
森
林
組
合
、
玖
珠
郡
森
林
組
合
、
㈱
ト
ラ

イ

・
ウ
ッ
ド
、
認
定
林
業
事
業
体

（大
分
県
西
部

地
域
林
業
結
衣
の
会
）

☆
輸
出
に
係
る
調
査
研
修

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
東
京

3
月
3
日
、
木
造
建
築
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の

一
環

と
し
て
、
阪
和
興
業
㈱

木
材
部

国
際
開
発
課

角
谷
課
長
に
海
外
出
荷
状
況
を
伺
い
ま
し
た
。

日
田
木
協
が
出
荷
し
て
い
る

「自
然
と
と
も
に
」

は
他
か
ら
も
仕
入
し
て
お
り
、
丸
太
の
動
き
は
為

替
レ
ー
ト
や
経
済
状
況
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
。

丸
太
は
ベ
ト
ナ
ム

へ
の
出
荷
が
増
え
て
い
る
が
、

製
品
と
し
て
日
本
に
戻
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

製
品
の
輸
出
で
は
平
成
28
年
は
増
加
。
主
に
中

国
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
端
材
が
増
加
し
て
い
る

状
況
で
、
ド
ア
や
家
具
の
心
材
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

丸
太
は
日
本
の
港
で
1
万
円
、
輸
出
先
で
1
万

4
千
円
、
工
場
入
れ
で
1
万
7
千
円
と
な
る
。
日

本
国
内
で
売
れ
る
製
品
を
作

っ
た
方
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。

木
材
を
多
く
使
用
し
て
い
る
の
は
、
日
本
と
ア

メ
リ
カ

（ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
）
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
の
人
口
は
3
億
人
で
需
要
は
あ
る
。
現
在
、
カ

ナ
ダ
か
ら
の
輸
入
が
大
半
で
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ

へ
輸
出
す
る
と
な
れ
ば
カ
ナ
ダ
と
の
競
争
に
な
る

で
し
ょ
う
。

輸
出
に
当
た
っ
て
は
、
専
用
の
ラ
イ
ン
で
無
人

化
等
の
コ
ス
ト
削
減
が
必
要
。
端
材
を
何
に
使
う

か
、
バ
イ
オ
マ
ス
だ
け
で
は
芸
が
無
い
の
で
検
討

が
必
要
で
し
ょ
う
。
と
の
御
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
11
名
と
合
流
し
総

勢
17
名
で
林
野
庁
を
訪
問
。
木
材
産
業
課

木
材

製
品
技
術
室

服
部
課
長
補
佐
よ
り
講
義
を
受
け

ま
し
た
。
国
産
材
需
要
拡
大
の
た
め
の
新
た
な
技

【
阪
和
興
業
㈱
に
て

】

術
の
活
用
と
題
し
、
木
材
利
用
の
意
義
や
効
果
に

つ
い
て
話
を
頂
き
、
海
外
に
お
け
る
建
築
事
例
や

国
内
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
建
築
物
、
木
質
耐
火
部

材
の
開
発
な
ど
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
大
学

へ
移
動
、

「第
３
回

安

藤
塾
」

へ
参
加
し
、
安
藤
先
生
ほ
か
5
名
の
講
師

の
方
々
に
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
28
年
12
月
に
木
造
化
さ
れ
た
東
急

池
上
線

「戸
越
銀
座
駅
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

国
産
材

（杉

・
桧
）
が
約
百
二
十
㎥
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
林
野
庁
に
て

】

【
戸
越
銀
座
駅
に
て

】

☆
お
知
ら
せ

○
木
造
建
築
推
進
セ
ミ
ナ
ー

中
大
規
模
建
築
物
の
木
造
化
を
推
進
す
る
た
め
、

第
３
回
目
と
な
る
木
造
建
築
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
致
し
ま
す
。
4
月
15
日
が
開
講
式
と
な
り
、
東

京
大
学
名
誉
教
授
の
安
藤
先
生
、
16
日
に

「木
造

の
構
造
デ
ザ
イ
ン
」
と
題
し
福
山
弘
先
生
に
講
義

頂
き
ま
す
。

4
月
15
日
㈯
13

：
30
～
16

：
30
日
田
杉
資
料
館

16
日
㈰
9

：
00
～
12

：
00
木
協
2
階
会
議
室

○
皮
剝
事
業
の
終
了
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
か
ら
事
務
所
の
移
転
に
伴
う
作
業

が
本
格
化
致
し
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
5
月
末
を
持
ち
ま
し

て
皮
剥
事
業
の
終
了
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
長

年
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
役
員
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
出
に
つ
い
て

役
員
任
期
満
了
に
伴
い
ま
し
て
、
役
員
の
選
出

を
指
名
推
薦
方
法
に
て
行
い
ま
す
。

・
投
票
場
所

日
田
木
材
協
同
組
合
1
階
会
議
室

・
投
票
期
間

平
成
29
年
4
月
12
日
～
14
日

・
投
票
時
間

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
00
分

（4
月
1
日
、
役
員
推
薦
投
票
実
施
要
綱
を
ご
案

内
致
し
ま
す
。
）

○
平
成
29
年
度
木
づ
か
い
促
進
事
業

木
づ
か
い
促
進
事
業
と
し
て
3
年
目
、
今
年
度

も
日
田
市
か
ら
木
材
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
を
受

付
し
て
い
ま
す
。

新
築
90
棟
分
、
リ
フ
ォ
ー
ム
180
棟
分
で
す
。

（事
務
局

日
田
木
材
協
同
組
合

小
関

・
川
原
）
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